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デジタル大辞泉によると、知恵知恵知恵知恵とはとはとはとは「「「「物事物事物事物事のののの道理道理道理道理をををを判判判判

断断断断しししし処理処理処理処理していくしていくしていくしていく心心心心のののの働働働働きききき。。。。物事物事物事物事のののの筋道筋道筋道筋道をををを立立立立てててて、、、、計画計画計画計画しししし、、、、

正正正正しくしくしくしく処理処理処理処理していくしていくしていくしていく能力能力能力能力」」」」とあります。前回、現実と理想

の溝を埋め、実行、検証する能力を狭義の知恵と呼ぶ

ことにしました。そして、PDS（Plan, Do, See）を適切に行

う能力こそが狭義の知恵であると書きました。 

今回は知恵を養う活動の一つとして「ふりかえり」を取

り上げ、知恵を養うにはどうするのかを考えます。 

◆ ふりかえりふりかえりふりかえりふりかえり 

ふりかえりとは、過去の活動を振り返り、学び、

未来を創り上げていく活動です。毎週 30 分、もし

くは毎月 2時間の枠を設け、開発チームのメンバ全

員（1～20名程度）が集まって話し合いを行います。

決められた時間の枠のなかで、各人が思うノウハウ

と問題点をメンバ全員で共有し、改善のための施策

を決めます。 

例えば、次のような手順で行います。まず、ふり

かえりの目的・手順・ルールを共有して合意を得ま

す。次に、各人が思うノウハウや問題点を付箋紙に

書き出します。付箋紙に書かれた内容を共有し、互

いの考えを理解します。共有した後、問題点を整理

し、最優先で取り組むべき問題を選びます。選ばれ

た問題について、改善策を決めます。改善策は、A4

用紙に改善策のアイデアを書きだし、書き出された

アイデアを参考にしながら改善策を考え、考えた改

善策について賛成／反対の意見を訊きながら深める

といった手順で決めます。最後にふりかえり自体を

ふりかえり、終了します。 

◆ 物事物事物事物事のののの道理道理道理道理・・・・筋道筋道筋道筋道をををを知知知知るるるる 

ふりかえりの目的は、改善を重ねてより良い未来を手

にいれることです。ふりかえりは、毎週もしくは毎月実施

します。何度も繰り返しながら、徐々に現実を変えてい

きます。その過程では、「「「「何何何何をしたらをしたらをしたらをしたら、、、、どうなるのかどうなるのかどうなるのかどうなるのか」」」」といといといとい

ったったったった、、、、物事物事物事物事のののの因果関係因果関係因果関係因果関係をををを理解理解理解理解していくしていくしていくしていくことになります。

「ふりかえりを通じて決めた施策は、結果としてどうなっ

たのか」を観察することで、物事の道理を理解していき

ます。 

しかし、私達は物事物事物事物事のののの道理道理道理道理をををを理解理解理解理解するにつれてするにつれてするにつれてするにつれて、、、、現現現現

実実実実はははは変変変変わらないとわらないとわらないとわらないと思思思思いこみますいこみますいこみますいこみます。「現実とはこういうもの

だ」と学びます。経験を増やすに従って、私達は知った

つもりになります。一人の人間ができる経験は限られた

ものであることを忘れて、それが現実の全てのように錯

覚します。自分が信じていることを証明するように、現実

を解釈します。私達の見方は偏っています。見方が偏っ

ているために気付きません。見方が偏っていることにす

ら気付きません。 

こうして、物事物事物事物事のののの道理道理道理道理をををを理解理解理解理解しているようにしているようにしているようにしているように錯覚錯覚錯覚錯覚するするするする

だけでだけでだけでだけで、、、、実際実際実際実際にににに物事物事物事物事のののの道理道理道理道理をををを理解理解理解理解することはなくなりますることはなくなりますることはなくなりますることはなくなりま

すすすす。私達が道理を完全に理解することはあり得るのでし

ょうか。 

◆ 誰誰誰誰でもでもでもでも思思思思いいいい込込込込んでいるんでいるんでいるんでいる 

見方が偏ることは仕方のないことです。知らないことも

仕方のないことです。それらは恥ずかしいことではありま

せん。もし、恥を感じるべきことがあるとするならば、「見

方が偏っていること」と「知らないこと」を認めないことで

はないでしょうか。認めるからこそ他人の声に耳を傾けら

れます。認めるからこそ知ろうとします。 

私は、知恵知恵知恵知恵はははは誰誰誰誰しもがしもがしもがしもが持持持持っているっているっているっている能力能力能力能力であると考えま
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す。知恵は持っているが、知恵の発現が妨げられている

と考えます。「「「「わかったつもりわかったつもりわかったつもりわかったつもり」」」」にさせるにさせるにさせるにさせる思思思思いいいい込込込込みみみみこそがこそがこそがこそが、、、、

知恵知恵知恵知恵のののの発現発現発現発現をををを妨妨妨妨げるげるげるげるものであると観ます。わかったつも

りになると、物事の道理を知ろうとしません。目の前の現

実を見ずに、過去の記憶や知識ばかりを見ます。そうし

て、過去には有効であったかもしれないけれど、目の前

の現実にとっては不適切であることを行います。 

「わかったつもり」になることは仕方のないことです。仕

事をしていると「わからない」では済まされない雰囲気が

あります。確かに、「わからない」とばかり言っていては、

信頼を得られないでしょう。わからないことについて、私

達は自分を責めて、罰することがあります。裁裁裁裁くことはくことはくことはくことは知知知知

ろうとすることをろうとすることをろうとすることをろうとすることを妨妨妨妨げますげますげますげます。裁くことは、知ることよりも対

処することを促します。こうして、知ることも、考えることも

せず、ただ行動ばかりするようになります。裁くことも道

理の理解を妨げ、知恵の発現を妨げます。 

わかる必要があるのでしょうか。わかるのではなくて、

考えることが大事なのではないでしょうか。 

◆ 観察観察観察観察こそこそこそこそがががが知恵知恵知恵知恵 

観察、すなわち、見ること、聞くこと、知ること

が知恵の発現を促します。他者と話すなかで、自分

自身の思い込みが顕になります。思い込みに気付く

ことが、知ることを更に促します。そうして、過去

の記憶や知識ではなく、目の前の現実を観察するよ

うになります。目の前の現実を観察し、人の声を聞

いていると、そこには問題を解決するヒントがあり

ます。見ようとしなければ気付けないことがありま

す。 

私は、目目目目のののの前前前前のののの現実現実現実現実をただあるがままにをただあるがままにをただあるがままにをただあるがままに観察観察観察観察するするするする能能能能

力力力力がががが知恵知恵知恵知恵であると考えます。近年の組織開発や心理

療法の成果をみていても、ただあるがままの現実を

観察することが役に立っているようです。 

◆ おわりにおわりにおわりにおわりに 

知恵という何とも掴みどころのないテーマを扱っ

てみましたが、如何でしたでしょうか。抽象的な話

となり想像しづらかったのではないかと思っていま

す。本稿の内容を日々の生活に照らし合わせ、観察

して頂けたら何か思い当たることがあるかもしれま

せん。みなさまの意見を聞かせて頂けたら幸いです。 

 ◆◇◆◇ 今さらながらのモデリングツール再考 ◆◇◆◇ 
 

コンサルタント 粟生木徹 

 

 最近、新人研修でオブジェクト指向分析設計を担当しました。そこ

で、個人的になんとなく気持ち悪いと感じていたことを思い出したの

で、書いてみたいと思います。 

 

 世の中に、モデリングツールってありますよね。例えばＵＭＬモデ

リングツールなら以下の primitive な特徴があると思います。 

 １．ＵＭＬのモデル（図）が書ける 

 ２．モデルの各要素を一元的に管理する 

２．はシーケンス図上のある操作を変更すると、その操作を持つクラ

ス（クラス図）に、変更が反映されるということです。さて、１．は

良いのですが、２．はツールを使っていると、「この変更をＸＸ図には

反映したくない」と思うことがあります。例えば、シーケンス図には

反映したいが、ドメインモデル（クラス図）には反映したくない、と

いうことです。これは工程間のモデルの目的の違いにより起こります。 

 

 今、設計工程にいるとしましょう。既に要求・分析で作成した図や

要素が存在します。設計ですから、設計要素を盛り込み、設計モデル

を作成していきます。ここで何が起こるかというと、分析で作成した

モデルにも設計要素が「自動的」に反映されます。 

 分析と設計では目的が違います。分析で作ったモデルは変更せず、

設計で作ったモデルにのみ変更が反映されて欲しいのです。分析モデ

ルに設計要素が入ると、情報過多で見づらくなります。反復開発の場

合、分析と設計は繰り返されるため、最悪です。まぁモデルファイル

をコピーし、分析と設計用とに分ければ良いのですが、管理が複雑に

なります。 

 

 そこで「こんなモデリングツールがあったらいいなぁ」を考えてみ

ました。上述したことの裏返しになりますが、 

 ・変更を反映するモデルを選択できる 

と良いと思います。分析モデルには反映しないが設計モデルには反映

する。皆さん、こんなツール、いかがでしょうか。 

＃「プロセス依存度が強いんじゃないの」、「そもそもの発想がニッチ

でニーズがない」とか聞こえてきそうですが…。うん！？、実はもう

存在しているとか…。 

 

 この話、続きがあるのですがスペースの関係上、別の機会にしたい

と思います。 


